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端
末
の
整
備
は
、
個
人
の
所
有

す
る
端
末
を
利
用
す
る
、
い
わ

ゆ
る
Ｂ
Ｙ
Ｏ
Ｄ
を
前
提
と
し
て
い
る
が
、

端
末
を
所
有
し
て
い
な
い
生
徒
に
は
ど

の
よ
う
に
対
応
す
る
の
か
。

家
庭
に
端
末
が
な

い
生
徒
に
つ
い
て

は
、
モ
バ
イ
ル
ル
ー
タ
ー

と
学
校
に
あ
る
タ
ブ
レ
ッ

ト
端
末
を
貸
し
出
す
予
定

で
あ
る
。

中
小
企
業
・
個
人
事
業
主
等
に

対
す
る
家
賃
支
援
と
し
て
、
テ

ナ
ン
ト
オ
ー
ナ
ー
に
対
し
て
支
援
を
行

う
理
由
は
何
か
。

テ
ナ
ン
ト
事
業
者
に
対
し
て
は

国
の
家
賃
支
援
給
付
金
と
い
う

支
援
が
あ
る
が
テ
ナ
ン
ト
オ
ー
ナ
ー
は

対
象
外
で
あ
る
。
自
ら
も
厳
し
い
時
期

に
家
賃
減
免
を
行
っ
た
テ
ナ
ン
ト
オ
ー

ナ
ー
に
対
し
、
公
平
性
の
観
点
か
ら
支

援
が
必
要
と
考
え
た
。

Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
し
た
虐
待
相
談

窓
口
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に

周
知
を
図
る
の
か
。

こ
の
相
談
窓
口
は
、
特
に
子
ど

も
た
ち
に
利
用
し
て
も
ら
い
た

い
た
め
、
学
校
を
通
じ
周
知
を
図
っ
て

い
く
。
ま
た
、
図
書
館
や
放
課
後
児
童

ク
ラ
ブ
な
ど
、
子
ど
も
が
集
ま
る
場
所

へ
の
ポ
ス
タ
ー
掲
示
や
チ
ラ
シ
の
配
布

な
ど
に
よ
り
周
知
を
図
っ
て
い
く
。

段
ボ
ー
ル
ベ
ッ
ド
を
備
蓄
す
る

こ
と
と
し
た
の
は
な
ぜ
か
。

こ
れ
ま
で
備
蓄
で
は
な
く
調
達

と
い
う
考
え
方
で
あ
っ
た
が
、

避
難
所
で
の
感
染
症
防
止
対
策
と
し
て
、

特
に
発
熱
な
ど
の
症
状
が
あ
る
方
の
専

用
ス
ペ
ー
ス
で
は
段
ボ
ー
ル
ベ
ッ
ド
が

有
効
で
あ
る
た
め
、
発
災
直
後
か
ら
速

や
か
に
市
町
村
に
提
供
で
き
る
よ
う
備

蓄
す
る
こ
と
と
し
た
。

埼玉県議会のホームページで、委員会会議録の概要を公開しています。各種検索サイトから 埼玉県議会 検索

　6 月 29 日に常任委員会を開き、補正予算・条例などの議案および請願の審査などを行いました。
審査の結果、議案９件を原案の通り可決、１件を承認すべきものと決定しました。また、請願 2 件
を不採択とすべきものと決定しました。
　7 月 1 日には特別委員会を開き、付託案件の審査を行いました。

　6 月 8 日と定例会中の 4 日間、会議を開き、本会議を円滑かつ
効率的に進行するため、議事日程、質疑質問者の人数、採決の方法
や順序などについて会派間の協議を行いました。 須賀敬史

委員長
細田善則
副委員長

石川忠義
副委員長

議会運営委員会

意見書・決議

特 別 委 員 会 常 任 委 員 会

令
和
2
年
度
埼
玉
県
一
般
会
計
補
正
予

算（
第
5
号
）に
つ
い
て

学
び
の
機
会
の
確
保
に
向
け
た
環
境
整
備

企
画
財
政
委
員
会

産
業
労
働
企
業
委
員
会

文
教
委
員
会

　河川の水質保全の推進について
審査

自然再生・循環社会対策
特別委員会

　地方分権改革について、魅力あ
る地域づくりについて審査

地方創生・行財政改革
特別委員会

　障害者の自立支援について審査

少子・高齢福祉社会対策
特別委員会

　大規模災害時の応援体制につ
いて審査

危機管理・大規模災害対策
特別委員会

　教育改革について審査

人材育成・文化・スポーツ振興
特別委員会

　新型コロナウイルス感染症対策な
どについて審査します。委員は次の通
りです。定数 18 人

（◎は委員長、○は副委員長）

横 川 雅 也（自民）
杉島理一郎（自民）
立 石 泰 広（自民）
荒 木 裕 介（自民）
萩 原 一 寿（公明）
水 村 篤 弘 （民主フォーラム）
中屋敷慎一（自民）
木 下 高 志（自民）
細 田 善 則（自民）
令和2年7月3日現在

新型コロナウイルス感染症対策
特別委員会を設置

　県の公社指導について、（公財）
埼玉県公園緑地協会、埼玉県住宅
供給公社および（公財）埼玉県埋
蔵文化財調査事業団における改革
の取り組みについて審査

公社事業対策特別委員会

　埼玉県経済の動向と経済・雇用
対策について審査

経済・雇用対策特別委員会

職
員
の
特
殊
勤
務
手
当
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

令
和
2
年
度
埼
玉
県
一
般
会
計
補
正
予

算（
第
5
号
）に
つ
い
て

県
産
和
牛
肉
等
の
消
費
拡
大

令
和
2
年
度
埼
玉
県
一
般
会
計
補
正
予

算（
第
5
号
）に
つ
い
て

児
童
虐
待
や
自
殺
予
防
の
た
め
の
相
談

体
制
の
強
化

総
務
県
民
生
活
委
員
会

環
境
農
林
委
員
会

福
祉
保
健
医
療
委
員
会

上
尾
都
市
計
画
事
業
伊
奈
特
定
土
地
区

画
整
理
事
業
施
行
規
程
を
廃
止
す
る
条

例
に
つ
い
て

県
土
都
市
整
備
委
員
会

令
和
2
年
度
埼
玉
県
一
般
会
計
補
正
予

算（
第
6
号
）に
つ
い
て

段
ボ
ー
ル
ベ
ッ
ド
の
備
蓄

警
察
危
機
管
理
防
災
委
員
会

令
和
2
年
度
埼
玉
県
一
般
会
計
補
正
予

算（
第
6
号
）に
つ
い
て

収
入
が
減
少
し
た
バ
ス
路
線
に
係
る
運

行
費
用
の
補
助

令
和
2
年
度
埼
玉
県
一
般
会
計
補
正
予

算（
第
6
号
）に
つ
い
て

中
小
企
業・個
人
事
業
主
等
へ
の
支
援

●新型コロナウイルス感染症の第二波の到来に備えた万全の体制の整備を
　求める意見書
●新型コロナウイルス感染症のワクチン・治療薬の早期開発と承認を求め
　る意見書
●世界保健機関（ＷＨＯ）に対し、新型コロナウイルス感染症の初動対応
　の検証を早急に実施するよう要求すること等を求める意見書

●北朝鮮による全ての拉致被害者等の即時一括帰国の実現を求める意見書
●警察官の増員を求める意見書
○災害対策基本法において感染症の拡大を「災害」と位置付けることを求
　める意見書
○デジタル・ガバメントの着実な推進を求める意見書
●エッセンシャルワーカーに対し敬意と感謝の意を表する決議

委員会リポート
repor

t

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
影
響
に
よ
り
、
利
用
者
が
減

り
、
減
収
と
な
っ
た
場
合
、
ど
の
よ
う

な
基
準
で
補
助
を
行
う
の
か
。

路
線
に
係
る
運
行
費
の
赤
字
分

の
一
部
を
補
助
す
る
こ
と
を
考

え
て
い
る
。
基
本
的
に
、
運
行
費
用
か

ら
運
行
収
入
を
差
し
引
い
た
運
行
赤
字

に
つ
い
て
、
市
町
村
と
２
分
の
１
ず
つ

補
助
す
る
こ
と
を
想
定
し
て
い
る
。

防
疫
業
務
手
当
に
つ
い
て
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

に
対
処
す
る
た
め
緊
急
に
行
わ
れ
た
措

置
に
関
わ
る
業
務
が
支
給
対
象
と
の
こ

と
だ
が
、
具
体
的
に
は
ど
の
よ
う
な
業

務
を
行
う
職
員
が
対
象
と
な
る
の
か
。

警
察
を
含
む
県
職
員
が
、
患
者

が
宿
泊
す
る
ホ
テ
ル
や
宿
泊
療

養
所
に
お
い
て
防
護
服
を
着
て
食
事
の

提
供
を
す
る
業
務
な
ど
が
対
象
と
な
る
。

本
事
業
の
効
果
は
ど
の
よ
う
な

も
の
か
。

地
区
内
の
人
口
が
約
１
２
０
０

人
か
ら
約
１
万
２
５
０
０
人
と
、

約
10
倍
に
増
加
し
て
い
る
。
ま
た
、
教

育
・
学
習
施
設
が
設
置
さ
れ
、
県
道
沿

い
に
は
大
規
模
な
商
業
施
設
が
立
地
し

て
い
る
。
伊
奈
町
北
西
部
地
域
の
生
活

環
境
が
向
上
す
る
と
と
も
に
、
ゆ
と
り

と
に
ぎ
わ
い
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
が
で

き
た
。

畜
産
振
興
対
策
事
業
の
実
施
に

よ
っ
て
、
県
産
和
牛
肉
等
の
在

庫
や
供
給
状
況
は
ど
の
程
度
改
善
さ
れ

る
の
か
。今

回
、
県
産
和
牛
肉
６
万
２
２

３
８
キ
ロ
グ
ラ
ム
の
提
供
を
予

定
し
て
お
り
、
和
牛
で
換
算
す
る
と
約

１
９
７
頭
分
で
あ
る
。
県
産
和
牛
の
年

間
出
荷
頭
数
が
４
３
３
５
頭
で
あ
る
た

め
、
全
体
の
4.5
％
分
に
相
当
す
る
。

◎小 島 信 昭（自民）
○本 木 　 茂（自民）
   金 野 桃 子（県民）
   平 松 大 佑（県民）
   千 葉 達 也（自民）
   深 谷 顕 史（公明）
   秋 山 も え（共産党）
   辻 　 浩 司 （民主フォーラム）
   並 木 正 年（県民）

意見書 7 件を可決し、国に提出しました。また、決議 1 件を可決しました。
（●は全会一致での可決、○は賛成多数による可決）


